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午前９時59分開会

会議に付した案件

○概要説明

環境森林部

１．森林・林業・木材産業の施策の基本方向

について

２．森林・林業・木材産業の成長産業化に向

けた取組について

○協議事項

１．提言について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（12人）

委 員 長 横 田 照 夫

副 委 員 長 河 野 哲 也

委 員 坂 口 博 美

委 員 井 本 英 雄

委 員 二 見 康 之

委 員 清 山 知 憲

委 員 島 田 俊 光

委 員 太 田 清 海

委 員 岩 切 達 哉

委 員 来 住 一 人

委 員 西 村 賢

委 員 濵 砂 守

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

環境森林部

環 境 森 林 部 長 大 坪 篤 史

環境森林部次長
川 野 美奈子

（ 総 括 ）

環境森林部次長
那 須 幸 義

（ 技 術 担 当 ）

部 参 事 兼
大 西 祐 二

環 境 森 林 課 長

みやざきの森林
長 友 善 和

づくり推進室長

自 然 環 境 課 長 廣 津 和 夫

森 林 経 営 課 長 渡 邊 幸 一

山村・木材振興課長 下 沖 誠

み や ざ き ス ギ
三重野 裕 通

活 用 推 進 室 長

林業技術センター所長 西 山 悟

木 材 利 用 技 術
小 田 久 人

セ ン タ ー 所 長

事務局職員出席者

政策調査課主査 深 江 和 明

政策調査課副主幹 沖米田 哲 哉

○横田委員長 皆さん、おはようございます。

何分か早いようですけれども、おそろいですの

で、ただいまから、みやざき創生対策特別委員

会を開会いたします。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程（案）をごらんください。

本日は、環境森林部にお越しいただき、森林

・林業・木材産業の施策の基本方向について、

森林・林業・木材産業の成長産業化に向けた取

組について、概要説明をいただき、質疑・意見

交換を行いたいと思います。

その後、委員会としての提言について、次に、

次回委員会について御協議をいただきたいと存

じますが、このように取り進めてよろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○横田委員長 それでは、そのように決定いた

します。

また、11月１日の特別委員会で、委員よりい

ただきました質問につきまして、宮崎労働局か

ら回答がありましたので、机上に配付をいたし

ております。後ほど御確認ください。

それでは、執行部入室のため暫時休憩いたし

ます。

午前10時０分休憩

午前10時２分再開

○横田委員長 委員会を再開いたします。

環境森林部においでいただきました。環境森

林部にお越しいただくのは初めてでございます

ので、簡単に御挨拶を申し上げます。

私は、当委員会の委員長に選任されました横

田照夫でございます。

私ども12名が委員に選任をされ、調査活動を

実施しているところです。

当委員会が担う課題の解決に向けて努力をし

ておりますので、皆様方の御協力のほど、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

執行部の皆様の紹介につきましては、お手元

に配付しております出席者配席表にかえさせて

いただきます。

それでは、概要説明をお願いいたします。

○大坪環境森林部長 おはようございます。環

境森林部でございます。本日は、どうぞよろし

くお願い申し上げます。

それでは、お手元の資料の表紙をごらんいた

だけますでしょうか。本日は、御指示のありま

した森林・林業・木材産業の施策の基本方向に

ついてと、森林・林業・木材産業の成長産業化

に向けた取組について、現状や課題、さらには

主要事業などを御説明いたします。

先月、25年連続スギ生産日本一記念式典を林

活議連と共催で開催をしまして、その席でも申

し上げたんですが、我々は、25年連続日本一に

満足することなく、これからの25年、50年に向

けて、いかに循環型の森づくり、林業振興を図っ

ていくか、さらには、持続可能な地域社会を構

築していくかということが大変重要だと考えて

おります。そのためには、まずは、県内各地で

針葉樹や広葉樹のバランスのとれた再造林を一

生懸命進めますとともに、農山村の所得向上対

策を分野横断的に推進しながら、フォレストピ

ア構想のテーマでございます森林理想郷づくり

といったものを全県的に展開してまいりたいと

考えているところであります。

本日、資料につきましては、それぞれ担当課

長が御説明をしますので、どうぞよろしくお願

い申し上げます。

以上でございます。

○大西環境森林課長 それでは、御説明を申し

上げます。

資料の１ページをごらんいただきたいと思い

ます。

まず、１の（１）、森林資源の現状でございま

す。

①にありますとおり、本県の森林面積は、県

土の76％に当たる約58万7,000ヘクタールで、民

有林が70％、国有林が30％を占めております。

そのうち人工林の面積は約33万9,000ヘクタール

で、人工林率は全体で58％、また、森林蓄積は

約１億5,700万立米、そのうち人工林が約１

億1,600万立米で、74％となっております。

次に、②の人工林の齢級構成ですが、１齢級

を５年の幅とする齢級ごとの面積をグラフにし

ております。民有林のスギ人工林の面積は17万

ヘクタールで、46年生から50年生までに当たり
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ます10齢級をピークとした山形の曲線となって

おりまして、伐採可能な標準伐期齢であります35

年生を超える８齢級以上の面積が77％を占めて

おります。

２ページをお願いいたします。

（２）の林業産出額等の現状でございます。

①の林業産出額につきましては、210億円前後

で推移しておりまして、ここ２年は増加傾向に

あります。

全国での位置づけを見ますと、ページ下の左

側の表にありますように、平成26年で全国第５

位でありますが、木材生産に限ってみますと、

その右側の表にありますとおり、本県は北海道

に次いで全国第２位となっております。

林業産出額１位の長野県や３位の新潟県は、

栽培キノコ類の生産が400億円を超えておりまし

て、この主なものは、そこに記載はございませ

んけれども、長野県ではホクト、新潟県では雪

国まいたけといった栽培キノコ類の大手メーカ

ーの生産が大きく影響しております。

３ページをお開きください。

②の木材価格でありますが、平成27年度の素

材平均価格は、１立米当たり１万300円となって

おりまして、この３年は１万円台で推移してお

ります。

また、素材価格を月ごとに見ますと、最低価

格は６月の9,000円、最高価格は９月と10月の月

１万1,000円でありまして、その価格差は小さく

なっております。

製材平均価格につきましては、木造住宅の柱

材で見ますと、１立米当たり３万円前後で推移

しております。平成25年度の消費税率が８％に

なる前の、いわゆる駆け込み需要で一時的に上

昇いたしましたが、その後、下落傾向にありま

す。

次に、（３）素材生産量の現状、①の素材生産

量の推移です。

本県の平成27年の素材生産量は178万7,000立

米であり、そのうちスギが92％で、近年はスギ

が90％前後を占めるようになっております。

右の４ページをお願いいたします。

②の平成27年の素材生産量で全国の位置づけ

を見ますと、本県は、北海道に次いで全国第２

位となっております。

このうち、下の③のスギの素材生産量につき

ましては、本県は、平成３年から25年連続して

全国第１位となっておりまして163万8,000立米、

全国の約15％を占めております。また、本県と

大分県、熊本県、鹿児島県を合わせました南九

州４県のスギ素材生産量は354万6,000立米と、

全国の約32％を占めております。

５ページをごらんください。

この表は、県の森林・林業長期計画の施策の

基本方向と施策体系をまとめたものでございま

す。長期計画に掲げました３つの基本方向に沿っ

て施策を展開しているところでありますが、こ

のうち循環型の力強い林業・木材産業づくりと

森林・林業・木材産業を担う山村・人づくりに

関する施策につきまして、御指示のありました

生産性向上や高付加価値化、担い手の確保や人

材育成の観点から、この後、関係課長、室長が

説明を申し上げます。

私からの説明は以上でございます。

○渡邊森林経営課長 私からは、森林整備と生

産性向上について説明させていただきます。

委員会資料の６ページをごらんください。

まず、①の森林整備の現状でございますけれ

ども、民有林の造林面積は、昭和45年度の１

万4,161ヘクタールをピークに減少しております

が、最近では、木材需要の拡大に伴う伐採面積
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の増加によりまして、スギを中心にここ数年は、

平均して1,800ヘクタールと増加傾向にありま

す。

また、民有林の平成27年度の針葉樹主伐、こ

れ推計面積でございますけれども、2,651ヘクタ

ールであり、再造林面積は2,023ヘクタールでご

ざいまして、再造林率は76％となっております。

民有林の除間伐につきましては、収穫期を迎

えた林分が多くを占め、除間伐の対象林分が減っ

たことから、ここ数年は5,000ヘクタール前後と

なっております。

次に、主な課題でございますけれども、木材

生産や水源涵養など、森林の多面的機能に応じ

た適切な森林施業の推進や、杉を中心とした苗

木の安定供給体制づくりと再造林の推進、それ

から、地球温暖化防止に資する森林吸収源対策

のための除間伐の推進などに今後も取り組むと

ともに、全国に先駆けて再造林対策に直面して

いる本県にとりまして、森林整備への安定的な

予算の確保が必要と考えております。

次に、８ページをごらんください。

②の生産基盤の現状と課題でございます。

最近、５カ年の年度平均で見ますと、林道約11

キロメートル、作業道等124キロメートルを開設

しておりまして、平成27年度末の林内路網密度、

これは林道、作業道に市町村道等の公道を加え

た密度でございますけれども、１ヘクタール当

たり37.9メートルとなっており、全国１位で、

全国平均を大きく上回っております。

また、林業生産の効率化などを図る観点から

進めております林道の舗装率は61％となってお

ります。

また、高性能林業機械の導入台数は、平成26

年度末で484台であり、北海道に次いで全国２位

となっております。

特に、公益社団法人宮崎県林業労働機械化セ

ンターでは、26台の高性能林業機械を林業事業

体に貸し出しているところでございます。

次に、主な課題でありますが、造林や間伐な

ど森林施業を効率的に行うための適切な路網配

置や高性能林業機械作業システムに対応した路

網整備に今後も取り組むとともに、効率の高い

高性能林業機械作業システムの開発・普及、環

境にも配慮した災害に強い路網の整備が必要で

あると考えております。

次に、10ページをごらんください。

③の再造林の推進及び生産性の向上の取り組

みについて御説明いたします。

まず、１の未来へつなぐ「みやざきの森林」

若返り対策事業でありますが、これは、本県の

中山間地域の振興を図るため、林業活性化、成

長産業化に向けた取り組みが重要であります。

このため、本県の有する自然環境を有効活用し、

宮崎ならではの森林の若返り対策、具体的には、

増加する伐採跡地の再造林対策を総合的に推進

し、豊かな森林資源を良好な状態で次世代へ引

き継いでいくものであります。予算額は9,500万

円で、財源の一部は国庫補助金を活用するもの

であります。

まず、（１）のみやざきの森林循環利用推進事

業は、マーケットニーズを勘案した、例えば、

バイオマス資源向け樹種や成長の早い樹種、苗

木生産に係る耕作放棄地の活用の検討を進める

こととしております。

次に、（２）の苗木安定供給推進事業は、現在、

県内では約420万本の苗木生産量がありますが、

平成32年度の必要見込み量は約620万本となるこ

とから、これを確保するため、下の写真にござ

いますように、県採穂園の再整備、民間採穂園

の整備支援、それから技術研修を行う種穂安定
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供給対策事業、また、その下の写真にあります

ように、コンテナ苗生産施設の整備支援などを

行う優良苗木生産促進対策事業などに取り組む

ものであります。

（３）の未来へつなぐ森づくりパートナーシッ

プ推進事業は、伐採跡地の再造林をより確実に

実施するため、再造林経費負担能力を有する県

内外企業など、新たなパートナー、森林所有者、

造林者である森林組合との三者分収林契約を

あっせんするものであります。

次に、11ページの２の苗木安定供給支援事業

でありますが、優良苗木の安定供給体制を確立

するため、生産苗木出荷作業が最盛期となる春

時期に苗木生産に必要な穂木を確保する（１）

の穂木採取支援事業や（２）の少花粉スギ苗木

生産拡大事業に取り組むこととしております。

予算額は700万円で、財源の一部は森林環境税基

金を活用するものであります。

最後に、３の森林の担い手一貫作業システム

定着事業でありますが、伐採後の確実な再造林

を進めていくため、通年植栽が可能なコンテナ

苗の活用により、伐採即再造林の一貫作業シス

テムを構築し、林業従事者の年間就業機会の拡

大を図るものであります。予算額は100万円で、

財源は林業担い手基金を活用するものでありま

す。

具体的には、伐採作業と、現在は１ヘクター

ル当たり2,500本植えの植栽作業が分かれており

ます従来の作業に対しまして、伐採作業と、１

ヘクタール当たり2,000本植えの植栽作業が連続

した一貫作業、これの実証、研修などを行い、

再造林経費の低コスト化や林業従事者の作業軽

減などを図ることとしております。

説明は以上でございます。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 続きまし

て、みやざきスギ活用推進室から説明させてい

ただきます。

お手元の資料、12ページでございます。

これまでは森を育てるというところの説明で

ございましたが、こちらからは、育てた森をど

のように付加価値をつけていくか、そういった

ところの御説明でございます。

まず、最初の数字でございますが、高付加価

値化・木材需要拡大に向けた取組ということで、

まず、平成27年度ですが、県内、工場数として

は149の製材工場がございます。近年、製材工場

の大型化が進展してございまして、１工場当た

りの出荷量というのがここ10年で約1.6倍という

ことで、平均5,400立米ということになってござ

います。

こうした工場で生産されます製材品というの

が、その下の表でございますが、86％が柱や土

台、主に住宅用の建築用材として出荷されてご

ざいます。

13ページに参りまして、製材したものをどこ

で売っているかということでございますが、県

内向けが29％、福岡や熊本、鹿児島といった宮

崎を除きます九州、沖縄といったところが43％、

関西・関東といった九州外が29％と、そういっ

た構成になってございます。

当然、遠方になりますと、中京圏、首都圏と

いったところまで行きますと、右側の住宅着工

戸数、非常に建築市場のマーケットとしては大

きいわけでございますが、また、一方で他地域

の競争というのも激しくなりますことから、な

かなか厳しくなるといった状況になります。

製材工場には、こういった森林から生産され

る丸太に付加価値をつけるといった役割がある

というふうに考えてございます。そうしたこと

から、その強化が図られる。要は、県内に競争
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力のある製材工場ができるようにということで、

製品の安定供給であるとか価格面の優位性と

いったところにつながるような支援を行ってい

くということでございます。まず、供給側の話

ですが、一方、需要そのものをいかに喚起して

いくかといったことも重要でございます。特に、

人口減少社会の到来といった状況もございまし

て、木材でいいますと、住宅がこれからどう伸

びていくか、どのように落ち着くかといったと

ころも非常に不確定要素として大きいわけでご

ざいますので、そういった経営環境の変化とい

うのも考えながら販路拡大を行っていくと考え

ているところでございます。

次のページから、その販路拡大に向けて県と

してどのように取り組んでいくかということに

ついて御説明させていただきたいと思います。

資料の14ページでございます。頭の整理とし

て、販路拡大に当たっては、既存マーケットで

ある住宅向けの対策、また、それ以外の新たな

マーケットである海外での輸出拡大や非住宅向

けの対策といった取り組みを支援しているとこ

ろでございます。

まず、アの住宅向けでございますが、実は、

県内向けでも年間6,400戸を超える住宅が建築さ

れてございまして、このうち4,400戸というのが

木造住宅でございます。こうした足元の需要を

着実に捉えるということで、県産材を使った木

造住宅を建てようとする施主様に対して木造住

宅のよさを伝えていこうということをやってご

ざいます。また、県外で県外企業と協力して県

産材を活用した住宅を建築しようとする工務店

につきましては、そうしたＰＲの経費というこ

との支援を行っているところでございます。

14ページの下側に行きまして、先ほど説明さ

せていただきましたとおり、県外向けで71％の

製品が出荷されてございます。特に、県外では

他産地の競争が厳しくなるということもござい

ますので、福岡、大阪など消費地で行われる建

材の展示会といったところに出展いたしまして、

県産材の優位性をアピールするということを

行っていくとともに、また、一方で、新たに県

内企業と取引を始めたいとするハウスメーカー

につきまして招聘といったことも行いながら支

援を行っているところでございます。

15ページに参りまして、今度は住宅でない分

野の開拓ということでございます。従来、木材

が扱われることの少なかった中・大規模の建築、

総じて、これを非住宅分野と言っておりますが、

これらについて木材利用技術センターなどと協

力しながら木造化や木質化を進めているという

状況でございます。

具体的な取り組みでございますが、まず、（ア）

の民間施設の木造化・木質化支援ということで、

銀行や幼稚園など人の出入りがかなり多いとこ

ろに対して、木造化・木質化する取組について

支援を行ってございます。導入をさせていただ

いた施設からは、非常に好評をいただいており

まして、やはり木の温かみがあるのは非常にい

いねとか、園児さんが非常に落ち着いているん

ですよといった声が聞こえてきているところで

ございます。

これはＰＲ目的ということで支援をしている

ところでございますが、（イ）のほうに行きまし

て、このように木造化・木質化というのが徐々

に県内にふえてきており、さまざまな施設で木

を建築に取り入れたいという相談をいただいて

おります。こうしたことから、県の木材利用技

術センターに木構造相談室を設けまして、建築

に実際に取り入れるにはどうすればいいかと

いった相談、コスト面も含めての技術支援を行っ
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てございます。お手元の資料のような相談を行

う中で、例えば、綾町の綾中学校であるとか、

小林市の議会棟などの建築にも協力をさせてい

ただいているところでございます。

（ウ）に参りまして、都市部における木材需

要の開拓ということでございまして、平成26年

に川崎市との包括連携協定をさせていただいた

ところでございますが、これを契機といたしま

して、都市部の需要開拓というところを進めて

いるところでございます。都市部では、やはり

集合住宅といったところも多くございまして、

そこで使われる材料というのが今まで県内で余

り扱ってこなかったものというのも非常に多く

ございます。

そうした中、床材だとか内装材といった需要

開拓を進めようとしておりまして、こちらの写

真は、川崎市にあるマンションのキッズルーム

の木質化をやろうといった検討会の状況でござ

います。お手元の資料の右下です。ちょっと殺

風景なキッズルームなんですが、県産材を床材

として用いることで展示スペースとして使って

いこうと、そういったことをやろうとしており

ます。

続きまして、16ページでございます。

（エ）のＣＬＴなど新たな木材利用というこ

とでございます。ＣＬＴにつきましては大規模

建築にも使われ得るということで、木材需要が

拡大する点は私どもとしても非常に期待してい

るところでございます。徐々に建築規制のほう

もかなり整備が進んできておりまして、ことし

の春先には、全体をＣＬＴだけでつくるという

ものであれば特に大臣認定といったものも必要

なく建てられるようになってきたということで、

徐々に法整備のほうも進んできているところで

ございます。

一方で、建築としては、まだまだ一般的では

ないということでございますので、設計側にも

普及を図るということで講習会を行っていると

ころでございます。

（オ）の海外における利用拡大でございます。

先日、林活議連の先生方にも調査をいただいた

ところでございますが、海外においては、本県

の材料を使った建築構法そのものが普及すると

いったことを通じて利用拡大につながるよう、

韓国でのセミナーといったことや実務研修を行

いまして、海外にも材料が輸出されていくとい

うことを支援していこうとしております。

続きまして、17ページでございます。

今度は、木質バイオマス利用による新たな木

材需要の創出ということでございます。バイオ

マスでは、これまで成長した木、山でもう材に

ならないで捨てていたものを活用していこうと

しております。そうすると、山の歩どまりを上

げるというか、未利用のものを使えるようにす

るといったところに非常に注目をしている分野

でございます。

こちらにつきまして、ＦＩＴ法に基づきます

固定価格買取制度が開始されて以降、表にあり

ますとおり、本県では、平成27年２月にグリー

ンバイオマスファクトリーが稼働したのを皮切

りに、これまで４つの発電所が稼働してござい

ます。

これまで製材品とならなかった未利用材を活

用するということでございまして、具体的な利

用計画でございますが、例えば、王子グリーン

エナジー日南の11万5,000生トンを初めまして、

県内で未利用材を28万5,000生トンほど用いると

いうことになっています。

右側のその他の31万3,000生トンというところ

でございますが、例えば、これは中国木材であ
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るとか、王子グリーンエナジーでございますが、

細かくて恐縮なんですけれども、これらについ

ては製材端材であるとか、県外からの調達といっ

たことで賄うということでございます。

一番右側の燃料在庫量で数字を示しておりま

すが、これだけだと意味がわかりにくいかと思

うんですが、実は、立地されるときに県内だけ

で、材料が間に合うのかという話がございまし

た。現在、９月末、燃料の在庫量でございます

が、これは各発電所とも数カ月分程度の在庫量

ということになってございますので、燃料のほ

うは順調に集められているということでござい

ます。

真ん中の欄になりまして、新規の発電所計画

でございますが、ＦＩＴの認定取得済みという

ことで、串間市と都城市に２つの計画がござい

まして、そのうち串間市については、来年10月

に営業運転開始予定となってございます。いず

れも2,000キロワット未満ということで小規模な

バイオマス発電施設でございます。

こういった未利用材が引き続き安定的に供給

されて山元にお金が返りますように、そちらの

活用につきまして各地に協議会などを設けなが

ら、所有者あるいは素材生産業者への普及啓発、

資機材の購入といった支援を行っているところ

でございます。

以上のように、山から生産されるものにしっ

かり付加価値をつけてお金を稼いでいくという

ところにつなげていくということを支援してい

るところでございます。

以上でございます。

○下沖山村・木材振興課長 それでは、委員会

資料の18ページをお開きください。

森林・林業・木材産業を担う山村・人づくり

について御説明いたします。

（１）の林業担い手の現状と課題についてで

あります。

まず、現状についてであります。ページ中央

の棒グラフをごらんください。国勢調査により

ますと、本県の林業就業者数は、長期的に減少

傾向で推移しておりましたが、平成22年は2,690

人と、５年前の前回調査と比較して約16％増加

しております。下げどまりの兆しがうかがえる

ところでございます。しかしながら、折れ線グ

ラフで示しておりますが、65歳以上の割合は約19

％で、依然として高齢化率は高い水準にありま

す。

次に、ページ下のグラフをごらんください。

本県の新規林業就業者数は、平成20年度の200人

をピークに、それ以降、減少しておりましたが、

平成27年度に165人と、前年度より26人増加しま

して、林業就業者数と同じく下げどまりがうか

がえます。

このような現状から、課題としましては、林

業労働機械化センターの募集強化等による若者

を中心とした新規参入の促進や社会保障の充実

による労働条件の改善、人材育成による林業後

継者の確保・育成などが挙げられるところであ

ります。

続きまして、19ページをごらんください。

（２）の林業担い手確保の主な取組について

であります。

１つ目が、新規就業情報発信事業です。この

事業は、林業労働機械化センターに委託して実

施しております。県内３カ所で就業相談会と現

場見学をセットで行うもので、昨年度は２月に

都城市、美郷町、宮崎市で開催しまして、参加

した林業事業体は18、相談者は35人で、この機

会を生かして採用に至った方は５名でありまし

た。今年度は年明けの２月から３月に開催する
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予定であります。

２つ目が、就労条件整備事業です。この事業

は、林業事業者の福利厚生の充実を図るために、

事業主が負担する雇用労働者の労働保険、社会

保険、退職金共済掛金の一部を助成するもので

あります。認定林業事業体を対象としておりま

して、毎年、それぞれ1,000人前後への支援を行っ

ております。

３つ目は、安全な林業就業推進事業です。こ

の事業は、林業従事者の労働安全衛生の充実を

図るために、安全衛生指導員による現場での巡

回指導や災害防止のための研修、振動障害の健

診、蜂毒アレルギーの検査等への支援を行うも

ので、昨年度の実績は、巡回指導が72回、研修

等が８回、健診が632人、アレルギー検査は、今

年度から取り組んでおりますが、現段階で対象

者数は約470名となっております。

続きまして、20ページをお開きください。

（３）の人材育成の主な取組についてであり

ます。

１つ目は、「みやざき林業青年アカデミー」等

研修事業です。この事業では、平成26年度から

当アカデミーを林業技術センターに開校しまし

て、林業への就業希望者など、将来的に林業経

営を担う有望な人財に対して林業への就業に向

けた研修を行うとともに、研修に専念できるよ

う給付金などの支給を行い、新規就業者の確保

と技術力の向上に努めているところであります。

平成27年度までの２カ年の研修修了生は13名で、

本年度は10名の受講生を迎え、研修期間は４月

の22日から翌年３月21日までの11カ月間で実施

しています。事業のスキーム図にありますよう

に、林業就業に必要な研修といたしまして、①

の森林経営に関する知識の習得のための座学や、

②の下刈りや造林、伐採などの現場実習、③の

林業就業に必要な17種類の資格等を取得するな

ど、実践的な技術の習得に取り組んでおります。

また、研修につきましては、受講生が安心して

研修に専念できるよう、１人月額12万5,000円の

給付金を支給しております。

21ページをごらんください。

２つ目は、次世代の林業を担うリーダー養成

事業です。この事業では、実務経験が１年以上

の林業就業者を対象としまして、林業就業に必

要な林業架線作業主任者や、はい作業主任者等

の免許や資格などの取得研修に加え、路網と高

性能林業機械の組み合わせによる低コストで効

率的な森林施業の技術の研修を実施しておりま

す。表にありますとおり、これまで561名が修了

しまして、本県の林業生産をリードする人材を

養成しているところであります。

３つ目は、林業研究グループ活動促進事業で

す。この事業は、持続的な林業生産活動を進め

るために林業後継者で組織する林業研究グルー

プが行う林業経営等に関する研修や特産品開発

などの地域おこしに対する活動を支援し、林業

の振興や地域の活性化を図ることを目的として

おります。林業研究グループは、昭和37年の発

足以来、その時代のさまざまな林政の課題に対

応しながら、自主的なグループ活動を通して林

業の振興と山村地域の活性化に大きな役割を果

たしてきているところであります。林業研究グ

ループの会員数は、次の表にありますとおり、

昭和60年が1,459名でありましたが、10年後の平

成７年には1,127名に減少しております。平成22

年では587名にまで減少しており、ここ数年は530

名程度で推移しております。

説明は以上であります。

○横田委員長 ありがとうございました。執行

部の説明が終わりました。御意見、質疑がござ
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いましたら御発言をお願いいたします。

○岩切委員 御質問をさせていただきたいと思

います。

宮崎の財産である林業において、働く人たち

がしっかり働き、収入を得ることで、宮崎県、

また、それぞれの中山間地域を守っていくとい

う立場で環境森林部にお越しいただいたという

ふうに理解しています。後半ずっと、労働の現

場、そこに従事する人たちの話が出てきたとこ

ろで、労働のイメージについて少し学びたいん

ですけれども、機械の大型化等で、乗車したま

ま機械が立木をつかんで一気に切って、枝切り

をして一定の長さに切るというような機械が外

国にあるのを映像で見たことがあるんですけれ

ども、それは基本、平地の森林なのでそういう

ことが可能なんだろうなというふうに見たんで

す。途中、説明を受けた林業機械化センター等

の御尽力で、林業の労働のイメージがこれから

変化していくのかなというふうに理解している

んですが、そうすることでアカデミー等で研修

を受けた若者が、昔みたいにエネルギーを相当

使う労働とは違うイメージで参入しやすくなっ

ていく、そういう林業労働に対するイメージが

これから描かれているというふうに理解してよ

ろしいでしょうか。そのあたりの実情をお教え

いただけませんでしょうか。

○那須環境森林部次長（技術担当） 林業の労

働のイメージが変わっているというふうな御指

摘で、まさにそのとおりでございまして、本県

は急峻な地形が多いところでございます。ただ、

高齢化とか、労働力が少なくなっているという

状況で、若者の参入は大変必要です。それで機

械化を図ることを進めてきたわけでございます

けれども、北海道に次いで全国第２位というこ

とで、また、北海道と本県の森林のイメージと

はちょっと違いますけれども、それでも、平均

斜度30度前後でも路網の配置によってそういう

機械の導入は可能でございますので、それらを

組み合わせながら安全な作業、それから、効率

のいい作業ができるように機械化を進めている

ところでございます。

それで、機械化が大変進んでいる部門につい

ては、若者の参入が非常にいいんですけれども、

それは伐採作業ということになるんですが、一

方で、逆に伐採した後の造林等については、や

はり人が山を歩いて作業をしなくてはいけない

ということがございますので、そのあたりにつ

いてもこれから手厚くやっていかなくてはいけ

ないという状況はございます。

○岩切委員 今のお話ですと、立木を切って出

すというのは機械化が随分できているけれども、

苗木を山に植えていくのはなかなかできていな

いというようなお話だったと思うんですが、木

を切っていく機械はどういうレベルのものに

なっているのか。あと、苗木を植えるという作

業について機械化の見通しというのをお聞かせ

いただけませんか。

○下沖山村・木材振興課長 先ほど、今、御質

問のありました高性能林業機械と呼ばれる機械

でございますけれども、これは主に伐採と、伐

採した後に玉切りをしまして、それからトラッ

クに積み込んで市場等、製材工場まで運搬する

というようなところも機械化がかなり進んでお

るところでございます。

例えば名称を言いますと、プロセッサという

機械がございまして、伐採はチェンソーにより

人力で行うんですけれども、それをつかんで玉

切り、丸太を３メーターなり４メーターで一定

の長さに玉切る機械がございます。これがプロ

セッサと呼ばれる機械でありますけれども、
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約170台ほど県内に入っております。それから、

切ったものを持ち出してトラックに積み込むま

で、丸太は重いですので引っ張り上げるような

フォワーダと呼ばれるもの、それが130台程度、

いろんなものを合わせまして、合計約484台ほど

入っておりまして、先ほど説明にありましたと

おり、北海道に次いで全国第２位の保有量となっ

ているところでございます。

機械化が導入された背景といいますと、先ほ

ど基盤整備といいますか、林内の路網密度が全

国一で、現場の近くまで道路が入っております

ので、そういった機械が入りやすいというよう

な条件等もございます。

それから、最後の植栽に対する機械化につい

ては、まだ研究段階という域を出ておりません

ので、なかなか人力で植栽、木を植えるという

のはなかなか難しい面がありまして、まだ、国

等の研究機関で機械化について研究されている

のが現状でございます。

○渡邊森林経営課長 造林の機械化ということ、

低コスト化ということでございますけれども、

造林におきましては、地ごしらえということで

伐採跡地の林地内に散らばっている枝をきれい

にまとめて木を植えやすくする作業、それから、

植栽作業ということがございます。その地ごし

らえには、１ヘクタール当たり16名、それから、

植栽という部分で、杉を2,500本植えたときには、

１ヘクタール当たり約12名の労働力が必要だと

いうことで、ここの部分がコスト低減できない

かということを考えております。

その中で、先ほど説明をしました一貫作業シ

ステム、要するに、伐採したときにまだグラッ

プルなどの機械が林地といいますか、森林にあ

るわけですから、それを使いまして、通常人力

で行う地ごしらえ作業を機械で若干補助する。

それから、その後の植栽の部分、これにつきま

して2,500本植えということでございますけれど

も、活着のいいコンテナ苗を使いまして、これ

になりますと植える穴、植穴も小さくて済みま

すし、その部分で人力の部分が低コスト化でき

るということで考えております。そういうこと

で、植栽等の部分につきましても一貫作業シス

テムで、しかも従来よりは低密度の植栽を行う

ことによりまして低コスト化ができるんじゃな

いかということで今、実証等を行っている段階

でございます。

○岩切委員 最後にいたしますが、植えやすい

コンテナ苗というのはとてもよい発明だったと

いうふうに聞いたことがございます。そういう

機械を入れることで、労働環境もよくなって人

も参入しやすくなるという展開を想像するんで

すが、そういう林業の機械化に対しての具体的

な助成というものが準備されているのかという

点を最後にお聞かせいただきたいと思います。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 こちらの

機械、高性能林業機械と称しておりますが、こ

ちらにつきまして、林業・木材産業構造改革事

業であるとか、森林整備加速化・林業再生事業

であるとか、そういった事業を用意しまして支

援していこうとしてございます。

今回の補正予算におきましても、そういった

予算を使いまして、県内の素材生産を行う事業

者の高性能林業機械の整備といったところに支

援をすることとしてございます。

○岩切委員 ありがとうございました。

○濵砂委員 しばらく留守をしていましたので、

ちょっと確認の意味で教えてください。

民有林の人工林のうち杉は出ているんですが、

あと、ヒノキやクヌギ、ケヤキとか、そういっ

たものの分類は出ていますか。国有林も含め
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て、17万ヘクタールの内訳をわかれば教えてく

ださい。

○渡邊森林経営課長 済みません、ちょっと時

間をいただきたいと思います。

○濵砂委員 それから、林業産出額の木材生産

上位５道県が出ていますけれども、それぞれの

立米単価を教えていただけますか。平均単価で

結構です。

○下沖山村・木材振興課長 それぞれの県の製

品単価という質問であると思いますけれども。

○濵砂委員 生産の立米単価ね。

○下沖山村・木材振興課長 しばらくちょっと

時間をいただきたいと思います。

○渡邊森林経営課長 先ほどの樹種別の内訳で

ございます。

まず、杉の人工林、これが17万635ヘクタール

でございます。それから、ヒノキの人工林、こ

れが３万7,016ヘクタールでございます。それか

ら、人工林、松でございますけれど、松のほう

が１万3,417ヘクタールございます。それから、

広葉樹になりますけれども、クヌギ、ナラ、こ

ちらが２万4,237ヘクタール、その他は15万ヘク

タールぐらいございまして、合わせまして、民

有林の立木地ということで39万5,000ヘクタール

ほどということになっております。

○濵砂委員 クヌギ、その他が幾らでしたか。

○渡邊森林経営課長 クヌギ、ナラが２万4,237

ヘクタールでございます。

○濵砂委員 続けていいですか。今、森林端材

単価は幾らぐらいで取引をされていますか。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 ぴったり

端材ということになるかは微妙なところなんで

すが、県内のバイオマス工場で、直近で一般的

な端材として受け入れられているものは、

約5,000円ぐらいで取引されてございます。

○濵砂委員 続けていいですか。これは山元単

価ですか。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 いや、工

場着の単価になります。

○濵砂委員 じゃ、山主に入る売買単価という

のはどんなものでしょう。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 恐らく、

そこから、1,000円から1,500円ほど運賃を引い

た3,000円前後ではないかと思われます。

○濵砂委員 いいですか。立木の伐採で搬出す

る費用は、大体立米9,000円ぐらいなんです。数

年見ていませんので、ちょっとずれているかも

しれません。端材が5,000円だったらマイナスな

んですが、その辺どうなんですか。

○那須環境森林部次長（技術担当） 今、立木

で平均市場価格を申し上げますと、大体１万円

から１万300円程度で取引をされているところで

す。これは、県森林組合連合会の平均単価とい

うところなんですけれども、それから逆算しま

すと、先ほど委員がおっしゃいました、昔、伐

採搬出運搬で9,000円というふうなお話がござい

ましたけれども、今、路網整備とかコスト化も

図りまして大体7,000円前後ということで、山元

に返る、所有者の方に返る価格としましては、

今、3,000円から三千二、三百円であろうかとい

うふうに思っております。

○濵砂委員 いや、端材です。5,000円でという

と搬出にどのくらいかかっていますか。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 正直申し

上げまして、ちょっと精緻なところまで把握、

分析をし切れていないんですが、今、出ている

端材というのがどんなものかといいますと、例

えば、丸太が１万1,000円で売れるときに、山か

ら木を切り出すときのこれが大体半分ぐらいで、

１ヘクタールで600立米というボリュームがとれ



- 13 -

平成28年12月９日（金曜日）

たときに、１万1,000円で売れるものが大体半分

から６割ぐらいございまして、残る10％から20

％分、これは、以前は山に置いていたわけなん

ですが、これを一緒にトラックに積み込むとお

金になるということで、ちょっと込みで考えて

いくといいかなと考えてございます。今は、以

前であれば捨てていた２割分をお金に換金がで

きるという状況だと思います。

○濵砂委員 いや、その話じゃないんです。端

材をバイオマスで、エネルギーで搬出して使い

ますよね。これが末端単価で5,000円ということ

ですから、この搬出単価はどのくらいかかって

いるんですかということなんです。製材じゃな

いです。

○西山林業技術センター所長 5,000円かかると

いうことで、おっしゃったように、端材だけ出

せば赤字ということになります。今、室長が言

いましたように、今まで先っぽの細いところ、

それから、根の曲がったところ、そういった山

に捨てざるを得なかったものを全部持ち出して、

土場で整理をして用材になるものとバイオマス

に向けていく分を用途に分けていくということ

で、一本一本の搬出量は出していませんけれど

も、今まで金になっていないところを収入にし

ているというような状況でございます。

○濵砂委員 いいです。ちょっと基本的なとこ

ろだけ。それはまた、後ほど。

それから、作業道が124キロメートルつくって

あるんですが、これは何年間のトータルなんで

すか。

○渡邊森林経営課長 作業道は、これは年平均

の開設量でございます。

○濵砂委員 １年間で開設した作業道というこ

とですね。

○渡邊森林経営課長 １年間の開設量でござい

ます。

○濵砂委員 基本的には、やっぱり作業道は、

搬出後に元山に返すというのが基本なんですか。

○渡邊森林経営課長 作業道につきましては３

メーターの林業機械が通る道ということで、基

本的には山に返るということでございますけれ

ども、実態としましては、その後も使われると

いうことでございます。

○濵砂委員 済みません。この作業道の規制と

いうのは、数年前はなかったんですけれども、

いわゆる作業道をつくるときの法的規制という

か、そういうものはないんですか。

○渡邊森林経営課長 特に規制というのはござ

いません。

○濵砂委員 それでは、今でも縦横無尽にどこ

を掘ってもいいという感じですか。

○那須環境森林部次長（技術担当） 規制はか

けておりませんけれども、数年前に作業道開設

指針をつくりまして、危ないところは抜いては

だめとか、ちゃんと土の処理をしなさいとか、

そういう指針をつくって、森林組合、それから、

県内の素材生産業者にこういうふうな形で作業

をしてくださいということはやっております。

それから、作業道と作業路というのがありま

して、委員の御記憶では、作業路は、作業が終

わったら山に返すというような道で、非常にグ

レードの低い道を昔はつくっておりました。最

近は、作業道という少しグレードの高い道で、

補助金も加えてやっている道もございます。そ

れから上のグレードとしましては、林道という

ふうになるんですけれども、そういう大きく分

けて３段階がございます。

○濵砂委員 相当前からずっと進歩はしている

んですね。

もう一点いいですか。26台の高性能林業機械
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は、ほとんどドイツ製かヨーロッパ製なんでしょ

うけれども、管理はどこがやっているんですか。

○下沖山村・木材振興課長 高性能林業機械は、

現在、国内メーカーで生産されておりまして、

もともとはドイツのメーカー等を参考にしてお

りますけれども、現在は、国内のメーカーのも

のがほとんどでございます。

管理はそれぞれのメーカーでメンテナンス部

門を持っておりますので、故障した場合などは

そちらのほうに修理等をお願いすることになり

ます。

○濵砂委員 外国製と国内製の割合はどのぐら

いですか。昔はほとんどドイツ製だったんです

けれども。

それから、購入価格はどのくらいするんです

か。

○下沖山村・木材振興課長 申しわけありませ

ん。外国製と国内製の割合はちょっと把握して

いませんけれども、現在、四百何十台のものに

ついてはほとんど国内製と思っていただいて結

構と思います。

それから、価格でありますけれども、価格は

いろんな機種によって違うところでございます

けれども、一般的なものにつきましては、やっ

ぱり2,000万から3,000万ぐらい程度はするので

はないかと考えています。

○濵砂委員 ごめんなさい。年間の管理費はど

のくらいかかっているものですか。

○下沖山村・木材振興課長 ちょっと調べて回

答いたします。

○濵砂委員 最後に、これを実際に県が管理し

て所有したほうがいいのか、補助等で森林組合

あたりに所有させたほうがいいのか、昔から

ちょっと疑問に思っているところなんですけれ

ども、いわゆる補助金を出して個人所有にさせ

てしまうと、そのまま回収不能になってお金が

もらえないというようなものも、前にあったん

ですけれども、方法のあり方としては、やっぱ

り県が所有して貸し出すというやり方をずっと

されてきたんですか。

○下沖山村・木材振興課長 現在、林業労働機

械化センターが保有している機械につきまして

は、やはり森林組合等が所有しているもの、そ

れから、林業生産事業体個人で所有しているも

のもございます。県で二十数台保有しておりま

すけれども、どうしても地域地域によって生産

上、機械の過不足が出てきておりますので、そ

ういった不足するところに県が所有している機

械を貸し出して、安定的に素材生産を行っても

らうという手法もとられているところで、素材

の安定的な生産につながっていると考えており

ます。

○井本委員 ＣＬＴなんだけれども、もう使え

る使えると言いながら、いつぐらいに実現する

んだろうか。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 今、ＣＬ

Ｔの実用化は進んできてございまして、各地で

実験的な建物が建ち始められているというとこ

ろでございます。ロードマップ上は、平成28年

度中に大方の法的な整備を行いまして、例えば、

鉄筋コンクリートでつくったものとＣＬＴを組

み合わせた、少し複雑なものをやるといった法

整備がなされております。そういったことでバ

リエーションがどんどん、今としてはＣＬＴだ

けでつくるというのがふえ始めているという状

況でございます。

○井本委員 防災センターもＣＬＴでと言って

いたけれども、防災センターといったら、やっ

ぱりどんな地震が来ても大丈夫なものをつくら

ないといかんときに、ＣＬＴで大丈夫なのかな
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という気がするんだけれども、その辺はどうな

んだろうか。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 新しい材

料ということで、そうした御指摘はごもっとも

だとございます。

それで、県内に木材利用技術センターがござ

いまして、そちらで、どの部材を使うと強度的

に一番いいかということを検討した結果、やは

りＣＬＴでもしっかり強度を保てて建物の耐震

性にも向上するということで、また、コスト面

についても評価できるといったことで、取り入

れていこうとしています。

御心配の強度のところにつきましては、しっ

かり試験を行って、大丈夫といったことを確認

させていただいた上で使うこととしてございま

す。

○井本委員 その耐用年数はどのぐらいになる

んですか。わかりますか。

○小田木材利用技術センター所長 ＣＬＴも、

基本的に集成材と同じような考え方でよかろう

と思います。現在の集成材、ＣＬＴ等に用いら

れている接着剤というのは非常に強度もありま

すし、耐用年数も非常に長いものでございます。

非常に安定的な製品として使われています。

現在、日本で最古の集成材というのは、昭和

二十何年に、筑波の森林総合研究所の近くにつ

くられた建物があるんですが、当時、接着剤は

今みたいに科学的なものではなく、有機性のも

のでつくっていたようですが、それでも、60年

以上たった現在もびくともしていないというこ

とです。なので、現在の使われている接着剤で

あれば、ほぼ半永久的にもつというふうに考え

ています。

○井本委員 わかりました。もう一つ。

例えば、海外では森林マイスター制度という

のがあるらしいです。宮崎県では、そういうも

のはないんですか。どこやったか、林業の担い

手のためのアカデミーとかいうのがあるみたい

だけれども、日本にはマイスター制度というの

はないんですか。

○那須環境森林部次長（技術担当） 外国にあ

る制度としましては、フォレスター制度という

のは知っているんですけれども、森林フォレス

ターについては、二、三年前から国もフォレス

ターの育成ということで、本県にも県職員を中

心に市町村の計画を指導できる立場として、フォ

レスターが十数名ほどおります。今のところ、

それは、森林の計画や実施等をいろいろ市町村

と協議してやるという制度としてございます。

○井本委員 いや、あの本には、オーストリア

にマイスター制度があると書いてあったけれど

も、私の勘違いだったかな。今のところ日本に

はないと、今後、つくるつもりはないんですか。

○那須環境森林部次長（技術担当） 申しわけ

ございません。森林マイスター制度については、

これから勉強してまいりたいと思います。

○井本委員 いや、私の勘違いかもしれません。

わかりました。

○島田委員 先般、部長が言われたように、こ

れからの50年の森林のつくり方です。企画する

ほうが若干おくれていくんじゃないかなと思っ

ているんです。企画するほうがおくれていった

らやっぱり弊害を受けるわけです。

５ページの施策、この部分で、これから森林

というのは大切ですから、やはり木育の中で林

業は必要だよというのをしっかり認識させて、

それから、育成の部分、今まで林業の従事者と

いうのは、間伐とか夏刈りとか大変な仕事だっ

たと思うんです。だから、やっぱりそこに保障

というのがなかったら林業従事者はふえないと
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思いますし、それと、もうかる林業をどうする

かということになってくると、やっぱり販売力

だと思うんです。ただ、販売力といっても、戦

後につくった住宅を新しくつくり変えるという

ものであればいいんでしょうけれども、今もヨ

ーロッパ風の住宅じゃないですか。Ａ材、Ｂ材

という物すごく高かった材料が、もうＣ材の単

価に落ちてきたわけだから、その部分で平均的

な山林の価値というのがもう本当に下がってき

ているわけで、その部分をいかに上げていくか

という方法をやっていかないともうからないと

思うんです。だから、オフィスビルの中の木材

の使い方です。炭素固定量というものを環境税

に寄せるために、そういうものをやっていけば

貢献度はありますよというのを国にアピールし

ていって木材の使用率というのを高めていかな

ければ、林業は守れないと思うんです。そこは

今後、進めていく我々の仕事も大切なんですけ

れども、やっぱり林業政策の中にはそこを盛り

込んでいかないと林業はもうからないと思うん

です。今、濵砂委員が言われましたけれども、

見積もり方です。今、立木を買うときの見積も

り方は、我々の組合はしっかり見積もりの明細

を書くことにしているんです。だから、幹材積

に置きかえて利用率を計算するじゃないですか。

その利用率の中に、今やった使用量というのが

その中に入ってくるわけです。例えば、立米

を3,000円で買うときには、Ａ材、Ｂ材、Ｃ材と

仕分けした中で、我々は木質発電用の材料は幾

らですよというのを書いているんです。そこま

でやっていかないと組合を信用しないわけです

から、ただ、林家に渡る金というのは少なく、

その先やってももうからないんです。そこは、

やっぱりこれからの木材の販売をどうするかと

いうことだと思うんです。ＣＬＴとか集成加工

とかいうものがなかったら、木材はその一本の

まま、数寄屋づくりのように付加価値は上がっ

たと思うんです。でも、ああいうふうなままで

したもんだからＡ材は消えていったわけです。

今後、販売力を高めていくためには、そういう

勝手がよかった材料のような使用率というのを

高めていく。そして、こういうオフィスの中に、

オフィスの平米数の何割は木材を使うんだよと

いうのを、今後、対策をつくっていかなければ

林業は守れないと思います。

それと、苗木の調達、穂木をとるわけですけ

れども、メリクロン栽培はできないんですか。

穂木をとるというのが大変な作業なんですよね。

だから、メリクロンでやっていくと３年目には

もう畑に移せると思うんですが、検討はできな

いんですか。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 まず、前

段の販売の話でございます。委員がおっしゃら

れるとおりでございまして、住宅向け以外の、

今まで使われなかったところにどんどん使って

いくというのは大切だと思います。県におきま

しても、県の公共建築物につきまして、建物の

３割は木造あるいは内装化に積極的に取り組ん

でいるところでございますし、そういった公共

建築物の木造化というところ、実は、これが民

間建築に行くまでの先鞭となりますので、市町

村に対してもそういった働きかけを行っている

ところでございます。そういったことで、県内

も含めて全国的にも木造で取り組むという例は

非常にふえてございます。例えば、このほど新

国立競技場が木のスタジアムということで扱わ

れるなど、建築業界の動向を雑誌で見ますと、

今までチャレンジできなかったところに木を

使っていこうという動きがかなりあるというふ

うに思います。一方で、私ども川崎市との連携
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ということで、内装とか床とか、これまで余り

おつき合いのなかったメーカーといろいろ議論

をする機会を始めました。その中で、県内企業

が持っている技術力だとか、また、ああいった

ところももう少し高めながらやっていく必要が

あるんだろうなと。ただ、そういったニーズが

ないと、当然そういったチャレンジも生まれま

せんので、未開拓の部分の最初に乗り越えなけ

ればいけないところについては、二人三脚とな

り、支援を行いながらしっかり商品として育て

ていくということで、内装とかにも広めていき

たいと考えてございます。

○島田委員 いいですか。我々が宮崎銀行本店

に、炭素固定量貢献度というのを示したんだけ

れども、今、言われたオリンピックに使うとこ

ろ、大衆の集まるところについては木材の価格

はわずかなもので使用量は多いんです。あと、

企業が圧縮して取り寄せる部分というのが高く

なるんです。それじゃ、やっぱり木材の単価は

上がらないわけだから、そこも今後、考えてい

くべきではないかなと思うんです。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 地域の単

価の上げ方というところ、非常に大事なところ

だなというふうに思っております。一つは、い

ろんな部材で応えていくというのは当然ありま

して、例えば、木材の原木の値段だけでなくて、

加工のところも含めて考えていくということが

必要だと思いますので、やはり、山地側のとこ

ろと製材加工場がお互いに知恵を出しながら、

そこに応えていく。それは山地側の背景も含め

て理解してもらいながら、ここまでだったらや

れる、あるいは、ここまでは見てもらわなきゃ

いけないというところをしっかり話をしなきゃ

いけないのかなと考えるところでございます。

例えば、中国木材というところが県内に進出

してございますが、いろいろ話を聞いておりま

すと、実は、その時々の取引で困っているとこ

ろだとか、話し合いというのを定期的に持たれ

ておりまして、これ、県内の大型工場と県内の

山側の人たちが一堂に会して話し合って、お互

いに困り合っていることを話し合うということ

をやっています。こういった取り組みというの

は、実はこれまでなかったと。今までは、山か

らすれば原木市場に材を出して、そこで値段が

ついて、製材工場が高かった、安かったといっ

たことで回っていたわけでございますが、やは

り山側と製材側の接近というのがありまして、

そういったところでお互いにできる、できない

を話し合って、いろんな問題を乗り越えていく

といったことを進めていくことで、済みません、

あんまり答えになっていないと思うんですが、

そういったことに知恵を出して乗り越えていけ

たらなというふうに考えてございます。

○那須環境森林部次長（技術担当） 先人の残

してくれた資産というのが非常にあるんですけ

れども、これを食いつぶすだけではだめだと思っ

ておりまして、これをいかに活用して継続させ

ていくかというのは私たちの命題だと思ってい

ます。先ほど多岐にわたる御指摘をいただきま

したけれども、肝に銘じて取り組んでまいりた

いと思います。

その中で、伐採がふえておりますので、再造

林についてはコンテナ苗が有効でありますので、

本県は挿し木でバイオをしておりますけれども、

先ほど穂木の採取が大変だということで、これ

からは現実的に問題となってくるんですけれど

も、そのために森林組合とか地域で穂木をとっ

ていただいて、それを専門の苗木業者さんでバ

イオをしてもらうというような形をとっており

ます。
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ちょっと聞き逃したんですけれど、先ほどの

方法というのをもう一度、御教授いただけたら

と思います。

○島田委員 メリクロン栽培でやっていけば、

バイオはないです。今、やっぱりコンテナ苗も

穂木をとらないといかんわけです。穂木をとる

ときには、穂木の山主からは１円か２円で買う

んです。自分たちが200本とか300本とかとらな

いといかんわけです。でも、それだけの労力を

かけても高さによってはとれないわけです。そ

れじゃなくて、メリクロンでやったら、もう売

買にかけられるわけじゃないですか。例えば、

コチョウランみたいに一つの塊をつくれば、そ

れからずっとカットしていってふやしていくわ

けだから、３年目にはフラスコから外に出すわ

けです。杉も、それをやっていけば補助という

のも必要なくなってくるじゃないですか。

○西山林業技術センター所長 委員がおっ

しゃったとおりであります。主伐がこんだけふ

えて、この後、きっちり植えていくというのが

大きな課題です。

その中で、苗木の確保はおっしゃるとおりで、

大体40センチの長さで穂をとって挿し木にして

いるんですけれども、センターとしましては、

以前、おっしゃった小型挿し穂ということで、20

センチで取り組んでおります。それで、穂木が

数倍多くとれるというところまではやっており

ます。

それと、うちのセンターの職員がコンテナ苗

を開発しましたけれども、そこで、例えば、数

字はちょっと覚えていませんが、40センチ以上

でないと山に出せないということになっていま

すけれども、それに足らない分は、全部またそ

れの芽をとって、それを挿し木して、穂木をと

るというような研究もしております。今、おっ

しゃったことも非常に大事だと思いますので、

センターとしても前向きに検討してまいりたい

と思います。

○渡邊森林経営課長 林業技術センターのほう

でもそういう新たな方法で取り組んでおられま

すけれども、高鍋町の農業大学校の近くに県の

採穂園がございます。この面積は約7.2ヘクター

ルでございまして、こちらが穂木をとる畑なん

ですけれども、木が平地にありまして母樹がご

ざいます。そこから挿し穂となる穂木をとると

いうことでございましたけれども、母樹のほう

がもうかなり高齢化といいますか、大きくなり

ましてなかなかとりづらくなったということで、

平成27年度から３カ年にかけて、今、植えかえ

をしている段階でございます。この7.2ヘクター

ルのうち4.9ヘクタールを３カ年かけて、母樹を

約１万4,000本ぐらい植えまして、そこから苗木

をつくる生産者に穂木を約120万本、これは将来

的に県内生産量が600万本ぐらいになると思いま

すので、その５分の１をそこから供給するといっ

た形をとっていきたいと思っています。この分

につきましては、３カ年度で実施をする予定で

ございましたけれども、国のほうから補正で予

算がつきましたので前倒しで、２年間ほどでさ

せていただくことで考えております。

○坂口委員 一つ、形として聞きたいんですが、

いろんな事業で林業政策のための予算を投じて

いますよね。それが最終的に林業従事者や山主

のところに届いているかどうかです。上からの

とり合戦になったら、やっぱり山を買う人、製

材をする人、特にＣＬＴなんていったら、これ

は特許が絡むし、大企業でないと確保ができな

いしとか、今度はそれを、施主さんにしてもで

すけれども、今、半永久に使えるというのはあ

り得ないと思うんです。よほどの表面加工技術



- 19 -

平成28年12月９日（金曜日）

がない限りは、風雨にさらされれば傷んでいく

し、室内環境でも傷むしで半永久はあり得ない。

けれども、それを仮に取りかえるとなれば、一

つが何百キロの建築資材になるわけでしょう。

それを取りかえるだけのコストとかで、その結

果、木を売った山主さんにはほとんど入ってこ

ないものです。付加価値が消えてしまうんです。

だから、そこのところを研究していって、とに

かく山主にどう返すか。その究極は、今、山を

売ろうたって土地つきの山は売れないけど、も

うかれば、やっぱりそれを買いたい人たちが出

てくるはずです。だから、そこのところを一つ

反省というか、研究の必要性があるかなと思う

んです。これだけの予算を突っ込んで、それが

一番肝心な従事者と地主さんに返っていないと

いうところ、そこの工夫が一つ予算の使い方と

かチェックのあり方です。

今、島田委員や濵砂委員が言われましたよう

に、場合によってはその契約でも内訳を、本当

はこの山は何立米あったのか、それが素材、用

材としていくらだったのか、端材としていくら

だったのかというのまで何らかの形でチェック

できるような、やっぱりそういったものを見え

る化、本当にどれだけのものを山主が持ってい

たのか、どれだけのものを買って、どう売った

のかという見える化、これは図らないと、これ

は本当にグレーゾーンの領域で、今、この分野

はよその山を切ってもわからないというぐらい

グレーなんです。だから、そこをしっかりしな

いとだめじゃないかなというのが一つあるんで

す。

それから、今、穂木の話も出ましたけれども、

バイオマスでは、今、成長の早い木、なるだけ

早く金になるような木を品種改良も含めて研究

をしているということだったけれども、例えば

杉なんかも、相当昔から同じ飫肥杉でも何十種

類かあるということで、その特性分析もされて

いると思うんです。だから、経済的な山をつく

ろうとしたときに、飫肥杉の中のどの種類がい

いのかということです。まず、そういったこと

もして、こういう目的で育てる山には、この品

種が経済的には、地主のために有利だよと。そ

れから、今、早期伐採で、30年なりで切ろうと

するならばこの品種がいいよ、しかし、長期戦

でいくならやっぱり後でこの品種が挽回するよ

とか。そういった研究というか、そういったも

のの選択というのが一つないといけないんじゃ

ないかなと思うんです。花粉の少ない杉という

のも確かにいいことですけれども、それが山主

さんの経営にどれだけ貢献するかと。それはな

いと思うんです。だから、それもいいことだけ

れども、むしろそちらのほうをやっぱりやらな

いとだめかなという気がするんです。だから、

そこのところも今後の研究内容の中に入れてほ

しいということです。

それから、もう一つ、今のＣＬＴもそうです

けれども、今度は販路拡大とかでコンクリート

にかわるような分野に木材が入っていけるとい

うことですけれども、公共事業に使うんだとい

うのは随分昔から言われています。でも、今の

ところ公共事業で見るのは棒ぐいと、それから、

たまに安全柵ぐらいかなと思うんですけれども、

ここのところ、今、どれぐらい進んできている

んですか。どういったことを考えておられるん

ですか。

○大坪環境森林部長 まず、総括的なお答えか

ら先にさせていただきたいと思いますが、まさ

に、持続可能な林業、そして、持続可能な山村

というものを今後も維持するためには、いかに

収益というか、利益が山元に還元されて循環し
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ていくかということが何よりも重要だと思いま

す。現実に、県内あちこち回ってみますと、や

はり再造林に物すごく差がございます。やっぱ

り地域地域によってしっかりと利益が回ってい

るところもあれば、そうでないところもあると

いうのが現状だろうと思いますので、今回の25

周年を記念いたしまして、農林振興局単位で地

域ごとの循環の実態をきちんと調査しまして、

どういった課題がそれぞれあるのかといったこ

とを把握した上で、地域に合った諸対策を構築

していきたいと思っております。そういうこと

によって循環可能な林業、再造林も進むという

ことになりますので、今、坂口委員がおっしゃっ

たようなことを踏まえて、しっかりと議論をし

ていきたいと思っています。そういう中で、ど

ういう材がいいのか、どういう苗がいいのかと

いうことも当然検討材料になりますでしょうし、

その地域に合ったものをということで議論を進

めていきたいと思っているところでございます。

○西山林業技術センター所長 済みません。飫

肥杉の話が出ました。遺伝子鑑定をしたところ、

今、品種が18種類ございます。その中で、おっ

しゃった成長のいいもの、強度の強いもの、そ

ういうのを、品種特性表というのをつくりまし

て、例えば、タノアカ、アオシマアラカワ、イ

ボアカという品種になります。そういう研究を

しておりまして、私も、ことしからセンターに

行きましたけれども、まさに植えるときに、そ

ういう品種特性を明らかにしておくことはよ

かったと思っております。その分を森林所有者

の方々にきちっと情報を提供して、その中で自

分の経営に合った品種を植えようというところ

につなげていくことが大事だと思っていますの

で、今後ともしっかり取り組んでまいりたいと

思います。

○坂口委員 やっぱりそこが大切と思うんです。

今、言われたような品種のほかに、ガリンとか

トサグロとかは、用材として外に露出する材と

しては、やっぱり消費者は好まないと思うんで

す。そこが一つあるのと、それから、ＣＬＴと

なって、成長の早い木を選ぶと言われたけれど

も、成長が早いイコール目が粗いということで

す。ＪＩＳなりの規格をとってから、今後、自

由に使っていいですよと、個別の認定は要らな

いですよとなるためには、規格となったら必ず

強度計算というのが要るんです。そのときに目

の粗い木と目の小さい木では、これを縦、横に

張って、これを合板にして強度が売りというか、

そこのところを武器に売る材料ですから、そこ

で使っている材料の強度が違えば、これは規格

の与えようがないものです。今後、本当に本県

がＣＬＴに可能性をかけて、現実性があるのな

ら、やっぱり目の小さい、何の樹種を使うか言

われなかったんですけれども、そこのところは

今後、どういうふうに取り組んでいかれるのか。

○小田木材利用技術センター所長 今、年輪幅

の大きさと強度の関係について御質問があった

と思うんですが、基本的に、極端に広いものは

強度が落ちますけれども、通常の範囲内、例え

ば６ミリ、７ミリぐらいあっても強度はありま

す。あるものとないものがやっぱり出てきます

ので、それは注意しないといけないんですが、

しかしながら、集成材とかＣＬＴというのは、

一本一本全て検査をします。一定レベル以上の

強度がないものは使えないというふうになって

おります。県内の杉で、集成材用を検査します

と、集成材の場合で使えないものの割合は、大

体３割ぐらいになります。しかしながら、ＣＬ

Ｔですとその規格以下でも使えますので、はね

率はほぼ10％以下になります。そこのところが
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集成材とＣＬＴの最大の違いでして、ＣＬＴに

おいて木材需要、特に杉の需要があるというの

は多分そこの点にあるんだと思います。ですの

で、そういう全て検査をするということから考

えると、現在、県内に植栽されている杉であれ

ば、強度の面から言えば、ほぼ間違いなく全て

材料としては使えるというふうに考えます。

あともう一つ、考えないといけないのは、幹

の緩慢性、直進性です。それがやっぱり曲がっ

たりしますと、製材に引いたときに、板に引い

たときに曲がってしまいますので、その時点で

歩どまりが落ちるということがあります。です

ので、強度が云々というよりも、そういう幹の

真っすぐなものを選んで植えるというのが多分、

これから必要になってくるのではないかという

ふうに考えています。

○坂口委員 目の通っている通っていない、こ

れは品種じゃなくて栽培というか、管理の問題

と思うんです。曲がる品種と真っすぐな品種な

んて、これは幾ら研究したってそんなもの解明

はできない。以前、県の林業センターでは、木

に圧縮をかけてから強い木をつくろうとされて、

そのときのネックというのは重量が重くなると

いうことで現実性がないということだったんで

す。だから、やっぱり10％の廃材、適当でない

というものが出るという、10％を限りなくゼロ

に近づけないと、100％の杉の産出地と、10％の

無駄が出るところは、おのずと値段は10対９に

なってしまうのは、それはもう経済の常です。

だから、大丈夫なんだじゃなくて、それを絶対10

％の無駄も出さない、よそなりのＣＬＴ向けの

素材も宮崎は持っていますよということにいか

ないと、僕はそれは甘いと思うんです。10％ぐ

らいだから今までの同じ向きだけの合板では３

割出ていたのが、ＣＬＴになれば１割でいいで

すよなんていうのは、よそとの競争をやってい

く上で甘いんです。だから、そこもぜひ総合的

に見ながら、どういう特性を持った杉が将来ど

れぐらい必要なんだという、やっぱりそういっ

た大まかな方向を持っておかないといけないと

思う。そして、せっかくやるなら無駄なものを

排除できることを品種改良の分野に持っていか

ないとと僕は思うんです。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 委員が御

指摘のお話で、私どもが製材事業者とお話をし

ていますと、やはり強度のあるもの、これから

の材料というのはどうなのかという話が聞かれ

るところでございます。それは、製材事業者の

皆様も投資をする中で、将来的に安定して材料

がとれるかというところに非常に関心があるか

なと考えているところでございます。

先ほどの研究の部分で申し上げますと、今、

そちらの強度の部分だとか、あるいは曲がりの

特性であるとか、そういったところがようやく

我が国でも育種の成果というのが出てきており

まして、一番いいもの、最初は山の中からいい

ものを選び出すという段階、これは昭和30年代

でございました。現代ではそれらをかけ合せて、

次の第２世代のよりいい品質を持ったもの、そ

ういったものがわかっているところでございま

して、そこの材料については、どういう特性、

例えば、強度的に強いものが比較的多く出ると

か、曲がりにくいとか、そういったところがわ

かるようになってきたところでございます。現

在、それを使って国のほうで増殖を行って、県

の採穂園に持ってくるという段階に来ているわ

けでございますから、私ども利用する側からし

ても、どういった材料が使われるのかといった

ことを現場にしっかり伝えながら、きちんと、10

％はねられるのをもう限りなくゼロに近づけて
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いく。それから品質の高いものとして使われる

というふうにして、山のほうへ誘導していくと

いうことが大事かなということを考えてござい

ます。いずれにしても、山側と使う側とがいろ

んな議論をしながら、将来の山ではどんなもの

が必要なのかということを、特に再造林はこれ

から盛んになるところで大事な時期でございま

すので、私ども、しっかり取り組んでいきたい

と考えてございます。

○坂口委員 品質というのはすごい武器になる

ものです。もちろん県外は、宮崎県産材は安い

からいいですよという売り方もあるものです。

ただ、本当にいいですよというものがあれば、

これはちょっと時代遅れかなと思うんですけれ

ども、例えば、向こうで木造住宅をつくる人た

ちの中には、僕らの世代の何年か先までの、後

までの集団就職で出ていった人たちが棟梁とか

工務店の社長になっている人がいて、結構まだ

現役なんです。宮崎とのゆかりがあって、何と

か皆さん方が宮崎の木を研究して、よいと思っ

たら売ってくれないかというようなこと、品質

さえよければ、彼らは自信を持ってやるもので

す。こういった工務店さんは、集団就職が終わっ

たらもうそんなにたくさんはいないものです。

しかし、この人たちは本当に中学を出て、たた

き上げで材料を見る目も持っているし、プライ

ドを持ってやっているから、いや、施主がこう

だからいいんだというようなことを責任を持っ

て言ってくれれば、そこらが今度、一つのきっ

かけ、切り口になっていくんじゃないかなと思

うんです。小さいことですけれども、結構、宮

崎県出身の工務店の親分というんでしょうか、

そのあたり。ただ、今後、そういった住宅はほ

とんどメーカーになっていくかもわからんから、

今、最後のチャンスが幾つか残っているぐらい

かもわからんけれども、ここらもちょっと目を

当てていただいて、まだ可能性が残っていれば

お願いしたいと思います。

○下沖山村・木材振興課長 済みません。先ほ

ど坂口委員のほうから土木事業に使われている

使用量、幾らぐらいかという御質問がございま

したので、今、公共土木事業における県産材の

利用量につきましては、大体3,000立方メートル

ぐらい使われております。環境森林部におきま

しては、土木の木柵工とか、そういったものに

ついて約半分の1,500立方メートルが使われてい

るところでございます。

それから、先ほど濵砂委員のほうから高性能

林業機械の年間の維持管理費は幾らかという御

質問がありました。

これは、林業労働機械化センターの平成27年

の数字でございますけれども、年間１台当たり

約80万円の維持費がかかっているようでござい

ます。

○濵砂委員 幾らですか。

○下沖山村・木材振興課長 １台当たり80万円

の維持費がかかっています。これは、主に修理

でございますけれども。

○濵砂委員 総額で幾らですか。

○下沖山村・木材振興課長 27台で2,200万程度

でございます。単純に割りますと、１台当たり

約80万円となります。

○三重野みやざきスギ活用推進室長 坂口委員

から御指摘がございました、先ほどの、かつて

のしっかりと山の心を知っている棟梁といった

ところのお話でございます。14ページでござい

ますが、県の内外に大径材を活用した家づくり

を行う工務店等の支援を行っているところでご

ざいます。

例えば、大阪で、これは宮崎県出身の工務店
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の方なんですが、宮崎県産材を使った家づくり

ということを手がけられている方もいらっしゃ

います。この方は、非常に宮崎県へのラブ度が

高くて、自分でお建てになるのは年間数戸程度

なんですが、実はチラシ１万枚程度を地域に配

布しまして、こんなにいいものができるんです

よといったアピールもしていただいております。

引き続き、そういった地域とのつながりを使っ

ていきたいと思いますし、産地に注目すると、

材料として単に見るだけではなくて、その背景

にある山を育てている人とか、山を使っている

人、そういった方々に対する思いというのも非

常に都市部ではひっかかるのではないかと考え

ております。実は、川崎市との連携を始めて以

降、私どもが今までおつき合いがなかった企業

なりからお声がかかるということが結構ありま

して、山でどういうふうに木が育っているのか

とか、そういったところに関心を持っていらっ

しゃる方が非常に多いように、全部とは申しま

せんが、ある程度はいるのかなと思います。そ

ういった方々に宮崎県ではこういうふうに木が

育ってきているということも含めてお伝えしな

がら、県産材のアピールをすることでより深い

印象を持っていただいて商売につなげていこう

と考えてございます。

いずれにしても、坂口委員から御指摘のあっ

た点は、まさにそのとおりだと思いますので、

私どもしっかりアドバイスをいただいて進めて

いきたいと思っております。

○坂口委員 ちょっと認識不足で、取り組んで

おられるのか知らんかったものだから、そこの

ところはちょっと訂正というか、勉強不足だっ

たことを発言して、最後になるんですけれども、

公共事業などには、例えばコンクリートと木を

比べたときに、ＣＬＴの活用をそこに行き着い

たことはもう大正解です。でも、どうしても宿

命的に言われているのは、野ざらし、雨ざらし

にしたら、もういつまでも同じ品質、機能を保

てないという、腐ってしまうという点なんです。

でも、今度はそれを長所にというのが、一つは、

特に山腹工事ではコンクリートで擁壁をつくっ

て、裏に土を盛っていって、これを締めて、やっ

ぱりのり面とかの保全とか、土砂の流出を防ぐ

という土どめみたいな工事があります。そんな

規格の高いものじゃなくていいと思うんですけ

れども、そういったのに、ＪＩＳなり推進機構

に登載されるだけの規格のものをつくっていっ

て、それをはめたら、野ざらしでそこの裏に土

どめというか、裏込めをやったとしても５年や

そこらはもつと思うんです。それが腐って、腐

ればそこに植栽が起こるものです。そうすると

植栽したものがアンカー効果でのり面は安定し

ていく。そうしたら景観もいいし、環境にもい

いし、いつまでもそんなものが残っていて、も

し、コンクリートが残っていれば、必ず雨水で

裏をやられれば、また災害でしょう。だから、

そういった木材の弱点を利点に変えるというよ

うな考えで、それは県単工事からでも取り組ん

でいければと思うんです。パネルをしてから、

しっかりアンカーをとめていれば、しかも通常

のアンカー工事みたいに斜めに入れるんじゃな

くて、最短距離に置いてとめていれば、それよ

り遠いところには行けないわけですから、これ

はもう動きようがないです。斜めに入れると、

それより遠いところに行けるから裏が浮いてし

まう。だから、少し施工のあり方と、それから、

このパネルをどう公共工事に使えるような規格

として分析していくかですけれども、そこのと

ころをやると、結構コンクリートに勝てる。だ

から、弱点を生かせるというところはあるんじゃ
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ないかなと思うんです。これもちょっと難しい

ことかもしれないけれども、ここもちょっと心

がけておいていただけたらなって、これは要望

で終わります。

○横田委員長 予定している時間がかなり押し

ているんですけれども、まだ何かございますで

しょうか。

○二見委員 木質バイオマスで、この間、質問

をさせてもらったものですから確認なんですけ

れども、恐らく、私が質問をしたときには木質

バイオマスは県内に９カ所あるというような答

弁だったと思うんですが、ここに出ている４カ

所というのは、多分何かちょっと基準があって、

４カ所に絞られていると思うんですけれども、

どうなんでしょうか。

○下沖山村・木材振興課長 ＦＩＴの固定価格

買取制度が始まった後に、今現在、稼働してい

る木質バイオマス発電所は４カ所でございまし

て、今、認定等をとりまして、手続と協議等を

進めている分、それも含めて９カ所ということ

です。

○二見委員 稼働しているのが９カ所という話

ではなかったのですか。

○大坪環境森林部長 現在、稼働しているもの

が県内で９カ所ございます。そのうちＦＩＴ認

定をとってスタートしているのが４つというこ

とでございます。

○二見委員 その上で、また聞きたいんですけ

れども、新規発電施設建設計画がまだ２カ所あ

るみたいなんですが、これはその９カ所には含

まれていないということですよね。この春に、

串間市のサンシャインブルータワー、都城市の

ほうについては、済みません、ちょっと勉強不

足で知らなかったんですけれども、いつごろこ

れができるという、計画認定がされたのはいつ

ごろだったかわかりますか。都城のほうからも

ずっとバイオマス発電をしたいという話があっ

たと２年ぐらい前から聞いていたと思うんです

けれども、なかなか県の許可がおりないという

話を聞いていたんです。その中で、こうやって

都城にできるというのを聞いたら、そこのが決

まったのかなというふうに思ったんですけれど

も、このＷＩＮＤ―ＳＭＩＬＥという東京の企

業みたいですよね。そこ辺はどうなんでしょう

か。

○下沖山村・木材振興課長 都城市のＷＩＮＤ

―ＳＭＩＬＥでございますけれども、現在、Ｆ

ＩＴ認定がとれたと聞いておりまして、出力

が1,995キロワットということで、燃料使用量が

２万5,900生トンということで聞いているところ

でございます。

県が許可するのではなくて経済産業省のほう

に申請しまして、木質バイオマス関係につきま

しては、経済産業省のほうから林野庁のほうに

確認がおりてまいりまして、林野庁のほうから

県のほうに、木材の燃料の調達について大丈夫

かといった照会がございます。その意見をつけ

まして、また林野庁に返して、経済産業省等で

認定されるわけでございます。

あと、都城市のほうも、今回、バイオマス発

電に関する規則をつくりまして、地元のいろん

な意見を聞いて、設置が可能かどうかの意見を

いただくようになっておりますので、今後、ま

た、県と都城市と連携をとりながら対応してま

いりたいと考えております。

○横田委員長 それでは、よろしいでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○横田委員長 それでは、これで終わりたいと

思います。執行部の皆さん、ありがとうござい

ました。お疲れさまでした。
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暫時休憩いたします。

午前11時40分休憩

午前11時43分再開

○横田委員長 皆さん、それでは委員会を再開

いたします。

協議事項（１）の提言についてであります。

県外調査が終了し、他県の状況等も調査でき

ましたので、これからは、年度末の報告書の作

成に向けて、県当局や国に対してどのような提

言や働きかけができるかを整理していかなけれ

ばいけません。

これまでの委員会活動の経過につきましては、

事前に配付しておりますＡ３版の資料をごらん

ください。これを踏まえた上で、報告書に盛り

込む提言などについて御意見をいただきたいと

思います。

まずは、調査項目の１つ目であります、人口

減少の抑制に関することにつきまして御意見を

いただきたいと思います。

これまでの委員会では、少子化対策について、

晩婚化が進む中で、結婚しない人たちをまず結

婚したい方向に意識を向かせることが必要とか、

赤ちゃんをたくさん持つこと、子育てが楽しい

といった機運を醸成していくことも大事である

といった意見が出たところです。

このことに関しまして、皆さん方の御意見を

いただきたいと思います。

暫時休憩いたします。

午前11時44分休憩

午前11時47分再開

○横田委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

ただいま、御意見を出していただきましたけ

れども、そういうことも参考にさせていただい

て、正副委員長での協議の上、整理させていた

だきたいと思います。

次に、調査項目の２つ目であります、これか

らのみやざきの産業に関することにつきまして

御意見をいただきたいと思います。

これまでの委員会では、本県の農水産物の生

産性向上・高付加価値化に向けた取り組みにつ

いて、世界初の残留農薬の分析技術を活用し、

本県の農産物は、安全・安心であるという付加

価値をしっかりと消費者に伝えることが大切で

はないかとか、機能性成分分析の技術を生かし、

品種改良に取り組んではどうかといったような

御意見が出たところです。

皆さん方の御意見をいただきたいと思います。

済みません。暫時休憩いたします。

午前11時49分休憩

午前11時52分再開

○横田委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

この項目もまた、ただいまいただきました御

意見を参考にして整理をさせていただきたいと

思います。

もう一つ、調査項目、３つ目ですけれども、

高齢者が住みやすい社会に関することにつきま

して御意見をいただきたいと思います。

これまでの委員会では、高齢化が進む中で、

医療・介護の分野で働く人は右肩上がりにふえ

ることが想定され、見通しを持った人材の確保

に取り組む必要があるということとか、ＣＣＲ

Ｃについて、移住される方のイメージを介護難

民的に捉えるのではなく、残された元気な期間

を自然豊かなところで過ごそうといったイメー

ジで積極的に呼び込むことが必要であるといっ



- 26 -

平成28年12月９日（金曜日）

たような意見が出たところです。

皆さん方の御意見をお聞かせください。

暫時休憩いたします。

午前11時53分休憩

午前11時55分再開

○横田委員長 委員会を再開いたします。

それでは、この１項目から３項目まで、それ

ぞれ御意見をいただきましたけれども、皆さん

たちのいただいた御意見を参考にして整理をさ

せていただきたいと思います。

それでは、今まで御協議をいただいた内容を

含めて、報告書骨子案を作成し、次回の委員会

にお示しをしたいと思います。

次に、協議事項（２）、次回の委員会について

です。

次回委員会は、年明けの１月27日金曜日を予

定しております。次回の委員会での執行部への

説明要求について、御意見や御要望がありまし

たらお願いいたします。

暫時休憩いたします。

午前11時56分休憩

午前11時58分再開

○横田委員長 委員会を再開いたします。

次回委員会の内容につきましては、正副委員

長に御一任いただくということでよろしいで

しょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○横田委員長 ありがとうございます。それで

は、そのような形で準備をさせていただきたい

と思います。

最後になりますが、協議事項（３）のその他

でございますが、委員の皆さんから何かござい

ませんか。

○濵砂委員 先ほど質問の中で、各県の林業生

産分、立米当たりの単価を要求していましたの

で、資料で提出していただくようにお願いをい

たします。量はたくさん出るけれども、どのく

らい山元に残るかがちょっと把握できていない

ものですから、資料提出をお願いします。

○横田委員長 今、資料提出の御意見がありま

したけれど、よろしいでしょうか。全員の皆さ

ん方にお配りするということでいいですか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○横田委員長 わかりました。では、そのよう

に取り進めていきたいと思います。

最後になりますけれども、次回の委員会は、

年明けの１月27日金曜日、午前10時から予定し

ておりますので、よろしくお願いいたします。

それでは、以上で本日の委員会を終了いたし

ます。お疲れさまでした。

正午閉会


